









































を楕円状に屈折させたもの」 、つま 「起点文化と受入文化が二つの焦点となって楕円 空間が生み出され、そ 中で作品はどちらか一方 文化に閉じ込められることなく 双方と結び きながら、世界文学として生きる」もの。二「翻訳を通して豊かになる作品」 。三「正典のテクスト一式ではなく、一つ 読みのモード、すなわち、自分がいまいる場所と時間を越えた世界に、 定 距離をとり つ対峙すると う方法」 、つまり「世界文学」は読み手によって創
「世界文学」としての「バーニング」―村上春樹「納屋を焼く」を超えて―（山根） 52
二
















































































































































































































































説と同様のタイトルの、 ウィリアム・フォークナーの 「バーン・バーニング （
B
arn‌B





























































































が、ベンの「ハウスを燃やす」趣味があるという告白で化学反応を起こす。 が屈託なく放火を「趣味」 （生きて る実感を感じる行為）と言い切り、また行動を起こすと語ったことで、ジョンスの内なる炎は具体的な怒りの発現へと変化してゆく。ジョンスはヘミが失踪してから精神のバランスが崩れてゆく。ベンへの執拗なストーカー行為や夢と現実の区別が付かない夢、ベンの燃やすという行為がジョンスの欲望に変貌する （ビニールハウスを自ら火を付け、慌てて消す）姿がそれである。最後はベンを殺し、車ごと燃やす結末とし 、火は激しい怒りの象徴として強く印象づけられている。　
イ・チャンドンは、この映画で若者の怒りを表現したかったと述
べている。 （ 「ウィリアム・フォークナー 小説では、この世の苦みに怒った父親が、 その怒りで人の納屋を燃やす話が出てきますが、その父親の怒りが息子の怒りに移っていく が、こ 時代 若者たちの物語にもっと近い 思いまし
た」 ）稿者はジョンスの怒りは父













怒っている時代」とはそういった世界情勢を意識しての発言であろう。 「若い人たちが心の中に表現できない怒り 持ちながら、現実には無力な姿を見せている」とあるが、これは前半で描かれたジョンスの人物像そのものである。ジョンスは小説家を目指しつつアルバイトをしていたが、実際には小説 書かれておらず、毎日を無為に過ごしていた。ヘミと再会し、関係を持つことで前向きになりかけるが、 ヘミの恋 としてベンが現れ、 彼との格差に劣等感を持つ。ベンのセレブぶりにすり寄ってゆくヘミ 対しても、怒りを覚える。ヘミとベンという存在を通 無力だったジョンスが怒りを具体化し、最後爆発させ ゆく過程が丁寧に描き出されている。　
ただ、ベンを刺殺する前に、ジョンスがヘミの部屋の中でパソコ
ンに向かって執筆する姿 描かれ る これは今まで何も書けなかったジョンスの作家としての覚醒と解釈する とができ 。つまり、ジョンスの殺人は事実ではなく 彼の小説家 想像という可能性である。この点に関して 、 「おわり 」で再考した 。　
殺人が事実であれ、想像の中のものであれ、ジョンスの激しい怒
















































































が心を許せる相手と語られてはいるが、ジョンスともそれほど親密な付き合いではなかった。ヘミは、 「必要とされない、愛されない、大切にされな 、誰からも忘れられている」姿そのもので その飢えに対する渇きをアフリカに求めた。ヘミが砂漠で見た夕日は 世界の果てを感じさせ、このまま消えてなくなりたいという消滅願望を抱かせる。　
存在の空虚さを抱え、人生に飢えている「グレートハンガー」た
ち。愛されない孤独を抱えるヘミだけではなく、全てを持っているベンとの格差に嫉妬し、自らの怒り 自覚してゆ ジョンス、裕福な生活に退屈さ 感じ、ハウスを焼き続けてい ベン 「グレートハンガー」である。 「バーニング」は、三人の「グレートハンガー」たちが出会ったことで生まれた悲劇でもあ 。
＊
　





















態は目には見えないかもしれませんが、あの場所に行くと、それが日常になって、 見えてくるような気がします」と語るよ に パジュは、朝鮮戦争という同一民族の殺戮の歴史、および農村の共同体の解体という意味が付与され、村上文学よりも歴史性を強く意識させている。村上文学の 「あちら側」 は死の世界や異世界が多いが、 「バーニング」の「あちら側」で る北朝鮮は現実 国家である。冷戦は終わっておらず、緊張状 は見えないけ ど確かに存在する。藤城氏が述べる二国間の緊張関係の暗喩は、イ・チャンドンが目指したものと考えられ、説得力 ある解釈と言える。　
稿者は、三人がパジュという場で会ったことが物語を暴力性に導










































































































































を表している。自分自身の存在を支えるかねあいである「モラリティー」は、 「納屋」を焼く―無意識の領域に るものを消去する―ことで維持している。つまり、自分自身を維持するために、無意識の領域にある闇の部分を消去するというこ になろう。しかしこの説明は語りすぎであり、 単行本版 持 曖昧さが失われている。　「バーニング」では、納屋が現実的なビニールハウスに、地名が韓国に変更されるが、台詞は単行本版を踏襲して る。　　









































































































‌ ヘミ 自殺をした（もしくはベンの手 借りて自ら死を求めた）が、ジョンスはベンが殺したと思い込み、ベンを刺殺。
Ⅰ─４
　
‌ 人生を倦んでいた は消滅願望 あり、ヘミを失踪させる（殺す）こと 、ジョ スに自らを殺させ 。
Ⅱ
　　　
‌ ベンの刺 シーンは全て の妄想（直前にパソコで執筆する姿） 。小説家としての想像
Ⅲ─１
　
‌ ジョンスとベンは同一人物（ベン の影） 、ジョンスの暴力性を体現するのがベンであり、そういった暴力性を排除する物語
Ⅲ─２
　






ろう。２の場合、ベンに対する憎しみの強さと精神錯乱の度合いが強調される。３は、元々消滅願望があったヘミが自殺、もしくはベンの手を借りて自らを消滅させたとするものである。ヘミからの最後の電話では、ヘミは無言のまま、ベンがヘミを制し、急ブレーキのような音が聞こえて切れる。これは絶望した が自殺したかのような演出であるが、確証は持たせない。Ⅰ─４は、ベンが女達の話にあくびをするシーンが何度も挿入されることや殺害シー に着目したものである。ジョンスは ベンを刺すが、二人は抱き合い、ベンはあえぎ声のような声 何度も出して果てる。このシーンは肉体関係の暗喩であるか ように描かれ おり、人生に倦んでおり、死を求めていたベン（ 「ダ ス・ダンス・ダンス」の五反田君を想起）の欲望をジョンスが叶えたか ようにも見える。　
Ⅱは、ジョンスがヘミの部屋で執筆しているシーンの後に殺害




が連続殺人犯とする寓意、そういった寓意を読み取らない曖昧さ）が同時存在するテクストと捉えた。 「バーニング」も先に示したように複数の解釈を行うことができる。このように〈結末の意味を観客が考え出す映画〉 が 「バーニング」 の特徴なのではないだろうか。もちろん、イ・チャンドンの「怒り」へのこだわりを見ると、ジョンスの殺人が実際に行われた方が、若者の怒りとその悲劇性を伝えることができるとも思える。しかし、 の殺人シーンの前にはジョンスがパソコンに向かう場面 敢えて挿入されており、ジョンス殺人が現実なのか想像なのか判明させない。 バーニング」は一つの解釈に集約させることを回避させる なのである。一つ 解釈を取るということは、他 解釈を捨てることを意味する。全てのテクストにおいて同時存在の解釈が成り立つわけでは いが、 「バーニング」は一つの解釈に絞ることを躊躇させる、本当にそれで良いのかと常に問いかけるテク トであり、それが「バーニ グ」 豊かな可能性であると考え 。＊


























































































































































scenseur‌pour‌l‌echafaud ） 』 （原作では同じマイルスでも、彼
女自身が選んだ「エアジン」 かかる）に合わせて踊る場面は、 「神の子どもたちはみな踊る」を思わせ 」 、 「ジョ スがヘミの部屋で猫を探す場面や、彼女が幼い頃のエピソードとして語る井戸に落ちた話は、 『ねじまき鳥クロニクル』を連想させる」 、 「 「納屋を焼く」と『騎士団長殺し』とは、『グレート・ギャツビー』に登場するジェイ・ギャツビーを思わせる人物（謎の男と免色渉）が出てくることで共通性を持っている」と述べている。引用は注
10に同じ。 更に、 ハウスに火を付けてしまうジョンスは、 原作 「時々















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































“Burning” as “World Literature”
— Beyond Haruki Murakami’s “Barn Burning”
Yumie YAMANE
While it is a well-known fact that Haruki Murakami’s literary works have gained global 
readership, the movies based on his works have not been so successful. This paper argues that 
director Chang-dong Lee’s 2018 movie “Burning” is a rare successful case. Then I claim that this 
movie that transcends eras, countries, and media as “World Literature”. Analyses are carried out 
both versions of “Burning”, the movie as well as the drama (95-minute shortened version) aired on 
NHK in December 2018. The drama version deepens the philosophy of Murakami’s works and 
incorporates the situation of South Korea as “World Literature”. The movie version challenges to 
surpass the original work. The purpose of this papers is to clarify the copious potential in each 
version of “Burning”.
